
目 次
政策提言に対する回答
新年度予算Q＆A
３月定例会
議会改革特別委員会
　　　アンケート調査について

２
4
７
　
9

………………………
……………………………

……………………………………
　

……………

2025.5 No.84

一般質問〈郡上の課題を問う〉
クイズの答え・皆さんからの声
傍聴者アンケートの集計結果
クイズコーナー・編集後記

10
16
17
18

……………
……………
………………
…………………

持続可能な

社会の創り手の育成

を目指して
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多くのお客さんで賑わいました !
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▼
総
務
常
任
委
員
会

振
興
事
務
所
の
体
制
強
化

　
令
和
７
年
度
は
、
各
地
域
２
０
０
万
円

の
所
長
枠
予
算
を
計
上
。
同
事
業
に
地
域

協
議
会
経
費
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
補
助
金
な

ど
を
統
合
し
、所
長
の
裁
量
に
よ
り
相
互
に

費
用
の
融
通
が
で
き
る
仕
組
み
と
し
た
。

　
振
興
事
務
所
の
体
制
は
、
機
能
や
必
要

な
職
員
数
な
ど
総
合
的
に
検
討
し
て
い

く
。
地
域
協
議
会
を
主
体
と
し
た
地
域
課

題
に
取
組
む
組
織
づ
く
り
も
進
め
て
い
く
。

次
代
を
担
う

人
材
育
成
に
か
か
る
事
業

　
高
校
生
の
自
由
な
発
想
と
主
体
的
な
活

動
を
大
切
に
す
る
取
組
み
を
足
掛
か
り

に
、
市
政
へ
の
参
画
の
仕
組
み
を
検
討
し

て
い
く
。

自
治
・
ま
ち
づ
く
り
政
策

　
市
民
団
体
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
し
効

果
的
に
事
業
を
推
進
で
き
る
よ
う
、
他
団

体
と
連
携
し
た
サ
ポ
ー
ト
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税

　
現
在
約
５
７
０
品
目
の
と
こ
ろ
、
さ
ら

に
返
礼
品
を
増
や
す
よ
う
取
組
む
。ま
た
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
の
ふ
る
さ

と
納
税
は
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

踏
ま
え
研
究
し
て
い
く
。

政策提言に対する回答
　本市議会に設置されている3つの常任委員会（委員任期２年）は、それぞれの委員会ごと
に決めた活動テーマのもと、下記の流れに沿って活動し、令和６年１２月2日に市長へ政策提
言※を行いました。（内容は議会だより第８３号に掲載）　ここでは、その政策提言に対する市
長の回答をご紹介します。
※議会が主体となって市政の各分野における課題を解決するために、具体的な政策を市長等に提出すること。

【総務常任委員会】
市長公室、総務部、会計課、消
防本部ならびに他の常任委員会
に属さない事項

【産業建設常任委員会】
農林水産部、商工観光部、建設
部、環境水道部

【文教民生常任委員会】
健康福祉部、病院、教育委員会

各常任委員会の主な担当

政策提言を提出

各委員会の活動テーマ

上記の活動を経て本市の課題を集約し、
提言案をまとめる

テーマに沿って、
①各種団体等との意見交換会や現地視察
②先進地での行政視察
を実施の他、議員が各会場で市民の皆さんの
声を聴く「議員と語ろう会」を開催

議会だより83号
（政策提言の内容はP２-３）

第８4号 郡上市議会だより 2

政
策
提
言
の
回
答

新
年
度
予
算
Ｑ
＆
Ａ

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

定
例
会

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

一
般
質
問

ク
イ
ズ
の
答
え・声

７つの地域で開催した意見交換会

ふるさと納税の返礼品の一例

政
策
提
言
の
回
答



▼
産
業
建
設
常
任
委
員
会

森
林
経
営
管
理
事
業
の
強
化

　
森
林
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
議
会
に
事
業
委

託
し
て
お
り
、

事
業
は
順
調
に

進
ん
で
い
る
。

さ
ら
な
る
事
業

推
進
に
向
け
て

資
金
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い

く
。

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

エ
リ
ア
構
想

　
森
林
学
習
は
、
市
内
の
森
林
公
園
や
学

校
林
な
ど
を
活
用
し
て
実
施
し
て
お
り
、

継
続
し
て
活
用
す
る
。
遊
歩
道
な
ど
は
市

内
の
生
活
環
境
保
全
林
に
整
備
さ
れ
て
い

る
も
の
を
活
用
す
る
。

空
き
家
対
策
の
充
実
強
化

　
空
き
家
に
な
る
前
の
対
策
と
し
て
、
相

談
窓
口
の
運
営
や
対
象
事
業
の
周
知
な
ど

を
行
い
、
福
祉
部
局
と
も
連
携
し
て
空
き

家
の
未
然
防
止
に
努
め
る
。

「
地
域
計
画
」
の
策
定
と
内
容
の
充
実

　
将
来
の
農
地
利
用
を
中
心
に
持
続
可
能

な
里
山
集
落
の
形
成
を
基
に
作
成
さ
れ

る
。特
に
農
地
を
守
る
た
め
の
後
継
者
や
担

い
手
な
ど
の
確
保
が
重
点
で
あ
る
。

　
農
業
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

で
構
成
さ
れ
た
会
議
で
議
論
を
重
ね
て
い

る
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
あ
り
方

　
市
内
２
か
所
の
施
設
を
統
合
、
新
設
す

る
計
画
で
い
た
が
、
物
価
や
人
件
費
の
高

騰
で
新
設
は
難
し
く
な
っ
た
。
広
域
化
の

検
討
に
つ
い
て
、
関
市
、
美
濃
市
に
対
し

打
診
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

移
住
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
新
設

　
移
住
者
の
獲
得
に
は
、
市
役
所
内
に
相

談
窓
口
を
設
置
し
、
補
助
制
度
な
ど
の
直

接
的
支
援
も
行
っ
て
い
る
。
観
光
を
目
的

に
訪
れ
る
方
に
も
、
地
域
行
事
な
ど
に
参

加・体
験
を
促
し
、
郡
上
の
良
さ
を
伝
え
、

移
住
に
繋
が
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

▼
文
教
民
生
常
任
委
員
会

子
育
て
支
援

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
環
境

確
保
に
努
め
、
事
業
所
等
に
休
業
制
度
な

ど
の
啓
発
を
行
う
。
保
育
士
サ
ポ
ー
タ
ー

の
配
置
を
行
い
保
育
士
確
保
や
職
場
環
境

の
改
善
に
努
め
る
。

介
護
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
へ
の
支
援

　

国
や
県
が
行
う
事
業
所
へ
の
物
価
高

騰
、
人
材
確
保
や
経
営
改
善
に
対
す
る
支

援
の
状
況
を
踏
ま
え
、
市
で
は
市
内
事
業

所
の
実
態
を
精
査
し
、
独
自
支
援
を
検
討

す
る
。

幼
稚
園・保
育
園・認
定
子
ど
も
園・

小
中
学
校
の
あ
り
方

　
保
育
に
つ
い
て
は
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

で
き
る
だ
け
沿
え
る
よ
う
適
正
規
模
の
あ

り
方
を
協
議
・
検
討
す
る
。
学
校
の
統
廃

合
は
現
在
は
美
並
地
域
で
進
め
て
い
る
。

伝
統
文
化
・
芸
能
の
継
承
お
よ
び

文
化
財
の
保
護
・
活
用

　
国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
白
鳥
の
拝

殿
踊
」
と
市
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
白

鳥
踊
」
は
、
周
知
や
継
承
活
動
の
支
援
を

行
う
。

郡
上
市
民
病
院
の
今
後

　
経
営
改
善
に
向
け
事
業
者
と
契
約
し
、

現
在
経
営
状
況
を
把
握
中
で
あ
る
。ま
た
、

郡
上
南
部
地
域
の
入
院
機
能
統
合
に
向
け

重
点
支
援
区
域
へ
認
定
を
申
請
し
た
。
今

後
、
一
層
の
経
営
改
善
に
努
め
て
い
く
。

新
し
い
福
祉
の
か
た
ち

多
世
代
共
生
複
合
施
設

　
郡
上
偕
楽
園
の
移
転
整
備
に
つ
い
て
、

特
養
待
機
者
へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
は
難
し
い
が
、
多

世
代
交
流
は

重
要
だ
と
考

え
て
お
り
、

移
転
先
の
旧

大
和
第
一
北

小
学
校
跡
地

を
有
効
活
用

で
き
る
よ
う

検
討
す
る
。

3

政
策
提
言
の
回
答

新
年
度
予
算
Ｑ
＆
Ａ

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

定
例
会

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

一
般
質
問

ク
イ
ズ
の
答
え・声

境界明確化の立会

現在の郡上偕楽園

政
策
提
言
の
回
答



審査の結果、附帯決議を付して全会 一致で可決しました
277億8800万円

附帯決議の詳細は
8ページをご覧下さい。

第８4号 郡上市議会だより 4

政
策
提
言
の
回
答

新
年
度
予
算
Ｑ
＆
Ａ

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

定
例
会

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

一
般
質
問

ク
イ
ズ
の
答
え・声

当初予算についての
詳細はこちら

広報郡上4月号

今年の注目事業はこれだ
新
年
度
予
算
Ｑ
＆
Ａ

ふるさと寄附制度の推進体制強化
1億8357万円

新規の郡上ファンや自主財源を獲得するた
め、新たに中間支援事業者への業務委託を
導入
Q 	 ふるさと寄附の目標額が少ないのでは
A 	 ３億8000万円が目標だが、さらに上を
目指したい

高齢者買い物あんしんサポート事業
350万円

食料品や日用雑貨品の移動販売、および高
齢者などの見守り活動を行う事業者を支援

郡上グリーンプロジェクト
3億1435万円

森林整備による災害抑制や人材育成などについ
て継続的な取組みを推進
Q 	 グリーンプロジェクトにおける人材の
確保は

A 	 森林空間の利活用など明確な方向を出して
くれる若者もおり、市の森づくりの創出を
進めたい。

郡上偕楽園移転整備事業
4645万円

現施設の水害リスクを回避し、旧大和第一
北小学校敷地及び校舎を活用し移転整備

常備消防強化
8035万円

多発する災害に対する消防力の維持のため、
職員の増員や機器更新、施設改修を実施

メガマルシェ開催支援事業
600万円

「人、モノ、情報」などの交流による地域産
業の活性化や次世代による新たな商工振興
イベントの開催
Q 	 商業振興イベントの今後は
A 	 食の祭典を一旦閉じて、新たな商業振
興に関するイベントを考えている。



総

務

Q	

本
庁
１
階
の
総
合
案
内
の
廃
止
に
つ
い
て
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
対

策
は
で
き
て
い
る
か

A	
今
後
は
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
て
案
内
図
や
毎

日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
掲
載
す
る
。
受
付
は
税

務
課
が
担
う
こ
と
と
し
、
窓
口
が
ど
こ
に
あ
る

か
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
表
示
す
る
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
な
形
で
進

め
て
い
き
た
い
。

Q	

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
郡
上
の
廃
止
理
由
と
こ
れ
ま

で
の
経
緯
は

A	

結
婚
相
談
員
や
婚
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

サ
ポ
ー
ト
な
ど
様
々
な
対
応
を
し
て
き
た
が
、

現
在
の
会
員
数
や
成
婚
数
を
鑑
み
、ま
た
、マ
ッ

チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
普
及
な
ど
を
総
合
的
に
考
え

て
こ
の
よ
う
な
決
断
を
し
た
。

Q	

郡
上
八
幡　
町
屋
敷
越
前
屋
を
普
通
財
産
に

す
る
こ
と
で
、
今
後
市
と
の
関
わ
り
は
ど
の
よ

う
に
な
る
か

A	

今
後
は
施
設
を
貸
し
出
す
相
手
を
募
り
、
そ

こ
に
運
営
を
お
願
い
し
て
い
く
。

Q	

公
共
交
通
に
つ
い
て
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

を
配
布
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
タ

ク
シ
ー
会
社
が
ふ
れ
あ
い
バ
ス
を
運
行
し
て
い

る
地
域
は
兼
用
で
き
な
い
か

A	

そ
う
い
っ
た
意
見
が
さ
ら
に
出
て
く
る
よ
う

で
あ
れ
ば
大
き
な
見
直
し
に
も
繋
が
る
。

　
　
地
元
の
座
談
会
な
ど
で
今
後
の
あ
り
方
を
考

え
て
い
く
。

産
業
建
設

Q	

融
雪
剤
は
河
川
の
水
質
に
影
響
す
る
の
か

A	

環
境
省
が
示
す
河
川
の
環
境
基
準
に
対
す
る

水
質
調
査
で
は
異
常
は
出
て
い
な
い
。

Q	

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は

A	

広
域
化
な
ど
、
市
に
と
っ
て
一
番
有
利
な
方

法
は
何
か
検
討
し
て
い
る
。

Q	

雪
に
よ
る
農
業
用
ハ
ウ
ス
被
害
対
策
は

A	

国
・
県
に
対
し
て
現
状
を
報
告
し
、
補
助
要

請
し
て
い
る
。
融
雪
後
、
全
体
像
が
わ
か
り
次

第
対
応
し
た
い
。

Q	
郡
上
八
幡
駅
の
指
定
管
理
料
９
０
０
万
円
は

高
額
な
の
で
は

A	
指
定
管
理
協
定
期
間
中
で
あ
る
た
め
、
次
期

協
定
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

文
教
民
生

Q	

医
師
等
確
保
対
策
事
業
の
中
の
看
護
専
門
学

校
入
学
支
援
貸
付
金
が
、
下
呂
看
護
専
門
学
校

へ
進
学
す
る
学
生
の
み
対
象
と
す
る
理
由
は

A	

当
校
は
看
護
師
国
家
試
験
が
１
０
０
％
合
格

で
あ
り
、
授
業
料
も
大
変
安
い
。
ま
た
隣
接
す

る
自
治
体
で
あ
り
、
有
利
と
思
わ
れ
る
。

Q	

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
支
援
団
体
の
想

定
は

A	

上
限
３０
万
円
で
５
団
体
を
想
定
し
て
い
る
。

例
え
ば
こ
ど
も
食
堂
の
運
営
団
体
や
、
子
育
て

支
援
の
団
体
を
考
え
て
い
る
。

Q	

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
昨
年
度
ど
れ
く
ら

い
作
動
し
た
の
か

A	

２
５
０
名
程
の
方
が
設
置
し
て
お
り
、
令
和

５
年
度
は
年
間
で
１８
件
の
実
績
が
あ
る
。
適
切

に
対
応
し
て
お
り
、
一
定
の
成
果
は
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

Q	

シ
ン
・
郡
上
学
の
情
報
発
信
は
ど
う
し
て
い

く
の
か

A	

情
報
発
信
は
課
題
だ
と
考
え
て
お
り
、
担
当

職
員
の
勉
強
会
も
開
催
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
若
者
主
体
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
の
発
信
も
検
討
し
て
い
る
。

Q	

二
十
歳
を
祝
う
会
の
会
場
が
統
一
さ
れ
る
が

交
通
渋
滞
は
な
い
か

A	

対
象
者
の
人
数
的
に
は
心
配
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
遠
方
か
ら
来
る
保
護
者
が
休

め
る
場
所
は
確
保
し
た
い
。

令和７年度予算　一般会計
審査の結果、附帯決議を付して全会 一致で可決しました

5

政
策
提
言
の
回
答

新
年
度
予
算
Ｑ
＆
Ａ

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

定
例
会

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

一
般
質
問

ク
イ
ズ
の
答
え・声

委員会での
※一部要約

どんなことを話したの？

新
年
度
予
算
Ｑ
＆
Ａ



国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

Q	

来
年
度
は
大
き
く
保
険
税
が
上
が
る
こ
と
に

な
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
推
移
を
想
定
し
て

い
る
か

A	
今
回
提
案
し
た
税
率
は
現
在
県
が
示
し
て
い

る
標
準
保
険
税
率
よ
り
低
い
が
、
今
後
色
々
な

調
整
が
行
わ
れ
る
中
で
今
の
保
険
税
よ
り
上
が

る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
周
知
啓
発
を

徹
底
し
て
い
き
た
い
。

下
水
道
事
業
会
計

Q	

埼
玉
県
八
潮
市
で
起
き
た
道
路
陥
没
事
故
を

受
け
て
、
本
市
で
も
緊
急
対
策
は
あ
る
か

A	

国
か
ら
通
達
が
あ
っ
た
条
件
か
ら
は
外
れ
て

い
た
が
、
緊
急
で
点
検
を
実
施
し
た
。
表
面
上

に
見
え
る
と
こ
ろ
で
大
き
な
心
配
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
今
後
も
マ
ン
ホ
ー
ル
を
定
期
的
に

点
検
し
、
土
砂
の
流
入
な
ど
、
異
常
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
、
詳
細
な
調
査
を
進
め
て
い
き

た
い
。

Q	

下
水
道
統
合
整
備
事
業
の
終
了
目
標
は
い
つ

か
、
そ
れ
が
終
了
す
る
ま
で
は
下
水
道
料
金
の

引
き
上
げ
は
な
い
か

A	

事
業
は
ス
リ
ム
化
の
た
め
に
進
め
て
い
る
が
、

令
和
7
年
度
白
鳥
東
部
が
完
了
す
る
と
、１
回

目
に
計
画
し
て
い
る
部
分
は
終
了
す
る
。

	

　
し
か
し
、
他
に
も
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
の

で
、
今
後
も
計
画
を
立
て
る
必
要
は
感
じ
て
い

る
。

　
　
下
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
経
費
削
減
等
の
努

力
を
し
て
い
る
が
、
令
和
８
年
度
に
検
討
す
る

予
定
で
あ
る
。

病
院
事
業
会
計

Q	

一
般
会
計
か
ら
基
準
外
の
繰
り
出
し
が
約
３

億
円
あ
る
。
経
営
改
革
プ
ラ
ン
等
を
策
定
さ
れ

て
い
る
が
、
人
口
が
減
っ
て
い
く
中
で
ど
こ
ま

で
高
度
な
医
療
を
提
供
で
き
る
か
、
方
策
は
あ

る
か

A	

中
濃
圏
域
地
域
医
療
等
調
整
会
議
に
お
い
て

八
幡
病
院
と
郡
上
市
民
病
院
の
入
院
機
能
の
統

合
計
画
が
承
認
さ
れ
、
国
の
重
点
支
援
区
域
と

し
て
申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。今
後
、２
病
院

間
で
郡
上
南
部
地
域
の
医
療
体
制
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
る
。

　
　
い
つ
ま
で
に
改
善
で
き
る
か
と
い
う
明
確
な

答
え
は
出
な
い
が
、
今
ま
で
の
医
療
提
供
体
制

を
確
保
し
つ
つ
、
収
益
性
も
含
ん
だ
地
域
医
療

の
提
供
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
医
療
体
制
を
守
る
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

鉄
道
経
営
対
策
事
業
基
金
特
別
会
計

Q	

長
良
川
鉄
道
の
一
部
廃
線
を
検
討
す
る
と
報

道
さ
れ
て
い
る
が
、
市
長
の
思
い
は

A	

郡
上
と
し
て
も
、
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
と

こ
ろ
に
来
た
と
思
う
。明
言
は
で
き
な
い
が
、最

終
判
断
を
す
る
場
合
に
は
、
皆
さ
ん
と
と
も
に

考
え
、
議
会
の
協
力
も
得
て
結
論
を
出
し
た
い
。

新年度予算（特別・企業会計）審査Q&A
特別会計 9 件、企業会計 3 件（全会一致可決）

特別会計　113億4415万円
企業会計　116億1771万円
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桜並木を通る長良川鉄道の列車



人
事
案
件

�

３
件

�

（
全
会
一
致
）

⃝
教
育
長
の
任
命

熊
田
一
泰（
大
和
町
）�

任
期
３
年

⃝

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

畑
中
敦（
八
幡
町
）�

任
期
４
年

⃝

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任�

任
期
３
年

廣
瀬
泰
輔（
八
幡
町
）

蓑
島
奈
々
子（
高
鷲
町
）

可
児
時
廣（
美
並
町
）　　

条
例
の
一
部
改
正
・
廃
止

32
件（
全
会
一
致
）、１
件（
賛
成
多
数
）

主
な
も
の

⃝

職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

消
防
体
制
の
強
化
な
ど
を
目
的
に
、
消

防
機
関
の
定
数
を
15
人
増
員
し
1
0
0

人
と
す
る
も
の

⃝

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

消
防
職
員
の
処
遇
見
直
し
に
よ
り
、
特

殊
勤
務
手
当
を
改
め
る
も
の

⃝

市
長
等
の
給
料
月
額
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

契
約
事
務
処
理
誤
り
に
関
し
、
管
理
監

督
責
任
が
あ
る
市
長
、
副
市
長
の
令
和

７
年
４
月
に
支
給
す
る
給
料
を
減
額
措

置
す
る
も
の

市
長　
　
　
13
万
7
5
0
0
円
減
額

副
市
長　
　
６
万
8
7
5
0
円
減
額

⃝

温
泉
施
設
の
設
置
と
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

日
本
ま
ん
真
ん
中
温
泉　
子
宝
の
湯
を

普
通
財
産
と
す
る
こ
と
や
、
郡
上
市
温

泉
施
設
の
使
用
料
を
改
め
る
も
の

⃝

郡
上
八
幡
旧
庁
舎
記
念
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

使
用
料
と
駐
車
料
を
改
め
る
も
の

⃝

滞
在
型
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
「
ホ
テ

ル
積
翠
園
」
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

使
用
料
を
改
め
る
も
の

⃝

郡
上
八
幡　
町
屋
敷
越
前
屋
の
設
置
と

管
理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止　

�

民
間
事
業
者
に
貸
し
出
し
、施
設
を
有

効
活
用
す
る
た
め
に
普
通
財
産
と
す
る

も
の

⃝

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

�

（
賛
成
多
数
）

健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
た
め
税
率
を

改
め
る
も
の

⃝

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

水
道
事
業
の
安
定
経
営
な
ど
の
た
め
手

数
料
及
び
水
道
料
金
を
改
め
る
も
の
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やまと温泉やすらぎ館（大和町）明宝温泉湯星館（明宝）

湯の平温泉（高鷲町）

保険税額の試算の例

※増加率は小数点以下切り捨て
※世帯構成、収入によって軽減の場合あり

3
月
定
例
会

施設名 区　分 変更後

郡上八幡
旧庁舎記念館

普通駐車料
(1時間) 220円

夜間駐車料
(2時間) 100円

世帯構成 改定前 改定後 増加額 増加率
40歳以上夫婦
子ども２人の４人世帯
（給与収入400万円）

435,180円 509,793円 74,613円 17%

65歳以上夫婦２人世帯
（年金収入400万円） 213,660円 260,152円 46,492円 21%

定
例
会

※一部抜粋※一部抜粋

駐車料金の改定

※いずれも１泊１人の場合

施設名 対　象 変更後

ホテル
積翠園

客室A 40,700円

客室B 33,000円

客室C 28,600円

宿泊料金の改定



令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
　

�

15
億
５
０
１
４
万
円
増
額
（
全
会
一
致
）

⃝

長
良
川
鉄
道
経
営
対
策
事
業

令
和
６
年
度
経
営
損
失
補
填
額
の
市
負

担
分
の
確
定
見
込
み

�

８
６
９
１
万
円
増
額

⃝

道
路
除
雪
経
費

豪
雪
に
よ
る
除
雪
委
託
費
等
の
不
足
に

よ
る
増
額　

�

10
億
４
５
８
５
万
円
増
額

財
産
の
取
得
・
処
分
の
変
更

�

１
件

�

（
全
会
一
致
）

⃝

家
畜
保
護
施
設
の
取
得
・
処
分
予
定
金

額
の
変
更

肥
育
牛
舎
（
八
幡
町
）
を
一
時
的
に
市

が
所
得
し
、
農
家
に
売
却

市
補
助
金
及
び
建
設
利
息
の
確
定
に
よ

る
減
額�

77
万
６
２
０
０
円

変
更
後�

５
８
３
５
万
８
８
０
０
円

契
約�

１
件

�

（
全
会
一
致
）

⃝

工
事
請
負
契
約
の
締
結

林
道
川
干
線
施
設
災
害
復
旧
工
事

契
約
先　
㈱
水
口
建
設（
美
並
町
）

金
額　
　
１
億
５
４
２
２
万
円

意
見
書

⃝

刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
の
改
正
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

【
提
出
理
由
】

　
え
ん
罪
は
最
大
の
人
権
侵
害
の
ひ
と
つ

で
す
が
、
現
行
の
刑
事
訴
訟
法
に
お
い
て

は
、
え
ん
罪
被
害
者
を
救
済
す
る
再
審
請

求
な
ど
に
お
い
て
、
制
度
が
十
分
に
担
保

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
え
ん
罪
被
害
者
を
一

刻
も
早
く
救
済
す
る
た
め
、
再
審
規
定
を

速
や
か
に
改
正
す
る
よ
う
左
記
の
通
り
国

へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
意
見
書
要
約
】

　
再
審
請
求
手
続
の
規
定
が
不
十
分
で

あ
り
、
そ
の
裁
量
は
各
裁
判
所
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
捜
査
機
関
が
有
す
る
証
拠
を

開
示
さ
せ
る
法
的
根
拠
が
な
い
こ
と
や
、

再
審
決
定
に
対
し
て
、
検
察
官
が
不
服

申
立
て
を
行
う
た
め
、
再
審
に
至
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
相
次
い
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
審
理
の
適
正
性
、

公
平
性
が
損
な
わ
れ
、
速
や
か
な
え
ん

罪
被
害
者
救
済
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
再
審
規
定
の
改
正
を
強
く
求

め
る
。

附
帯
決
議

　
郡
上
市
議
会
は
「
令
和
７
年
度
郡
上
市

一
般
会
計
予
算
」
に
対
し
て
、
左
記
の
通

り
附
帯
決
議
を
付
し
ま
し
た
。

内
容
（
要
約
）

１　
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、

市
民
へ
の
説
明
を
十
分
に
行
い
、
理

解
を
得
る
こ
と

２　
予
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
、
検

証
を
行
い
な
が
ら
適
宜
議
会
に
報
告

し
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
検
討

さ
れ
た
い

　【
解
説
】

　
附
帯
決
議
と
は
、
主
要
な
議
案
と
は
別

に
、
留
意
事
項
や
課
題
性
を
示
し
て
、
提

案
等
を
付
け
加
え
る
決
議
で
す
。
法
的
拘

束
力
を
持
た
な
い
も
の
の
、
執
行
部
や
社

会
に
対
し
、
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す

る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
山
川
市
政
と
し
て
初
め
て
の
予

算
編
成
に
お
い
て
事
業
に
大
幅
な
変
更
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
議
会
は
「
市
民
の
理
解
を
得
な

が
ら
、
慎
重
に
事
業
を
進
め
て
欲
し
い
」

と
要
望
を
行
っ
た
も
の
で
す
。
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基本料金・従量料金の比較一覧

※その他、開栓手数料等の変更もあり

※令和７年６～７月使用分（８月請求分から）
区分 基本料金（隔月料金２か月） 従量料金（１㎥につき）
メーター
口径

水量
（㎥） 新単価 現行単価

との比較
水量
（㎥）

新単
価

現行単価
との比較

13㎜ 0 ~�20 3,200 ＋800 21~50 120 0
51~　 170 ＋50

20㎜ 0 ~�20 3,200 ＋800 21~50 120 0
51~　 170 ＋50

25㎜ 0 ~�50 8,000 ＋2,000 51~80 120 0
81~　 170 ＋50

30㎜ 0 ~�80 12,800 ＋3,200 81~　 190 ＋60
40㎜ 0 ~150 24,000 ＋6,000 151~　 200 ＋60
50㎜ 0 ~250 40,000 ＋10,000 251~　 200 ＋60

お風呂約５杯
� につき40円の改定

１㎥＝一般的なお風呂約5杯分

除雪作業の様子

定
例
会



議員定数等に関する市民アンケートのお願い
郡上市議会では次期選挙（令和10年４月10日任期満了）に向け、議員定数などを検討しています。
市民のみなさんのご意見を参考にするため、このアンケートに是非ともご協力をお願いします。

参考
①郡上市議会の議員定数の推移

②郡上市の類似団体の状況（人口規模）� （R5.12.31 時点）

定数 投票日 人　口 備　　　　　　　　　考
30人 平成16年４月11日 49,719人 小選挙区（八幡 ８人、大和 4人、白鳥 6人、高鷲 3人、美並 3人、明宝 3人、和良 3人）

21人 平成20年３月30日 47,８23人 小選挙区（八幡 7人、大和 3人、白鳥 5人、高鷲 2人、美並 2人、明宝 1人、和良 1人）

1８人 平成24年４月１日 45,537人 大選挙区（郡上市全域1８人）
※ H24.4.1執行の選挙から郡上市全体を一選挙区として議員を選出する大選挙区制に移行しました。これ以前は、合併前旧 7町村を単位
として議員を選出していました。	 	 	 	 	 	 	 	 	

▶全国の類似団体一覧 ▶県内の隣接団体一覧

▶県内の類似団体一覧

都道府県名 団体名 議員定数 人口（人） 面積（K㎡）
富 山 県 魚津市 17	 39,274	 200.61
福 岡 県 中間市 16	 39,036	 15.96
新 潟 県 糸魚川市 1８	 3８,８55	 746.24
茨 城 県 常陸大宮市 1８	 3８,664	 34８.45
新 潟 県 見附市 17	 3８,5８4	 77.91
岐 阜 県 郡上市 1８	 3８,452	 1030.75
宮 城 県 東松島市 1８	 3８,343	 101.36
徳 島 県 吉野川市 20	 3８,256	 144.14
兵 庫 県 西脇市 16	 3８,1８5	 132.44
鹿児島県 指宿市 1８	 37,926	 14８.８4
奈 良 県 葛城市 15	 37,905	 33.72

団体名 議員定数 人口（人） 面積（K㎡）
関 市 22 ８4,８25	 472.33	
高 山 市 24 ８3,264	 2,177.61	
美 濃 市 13 19,272	 117.01	

団体名 議員定数 人口（人） 面積（K㎡）
美濃加茂市 16 57,532 74.８1 
瑞 浪 市 16（14） 35,725	 174.８6	
本 巣 市 16 33,109	 374.65 
海 津 市 15 32,0８5	 112.03 
下 呂 市 14 29,4８7	 ８51.21 
山 県 市 13 25,233	 221.9８ 

　※カッコ書きは、次期選挙時の定数

【アンケート実施期間】　５月１日～５月31日
回答
方法

①本号に挟んであるアンケート用紙の場合
◦市役所各庁舎に設置される回収箱に投函
◦ＦＡＸ：67-1821　議会事務局へ送信

②スマートフォンやパソコンからの場合
　　二次元コードを読込み、
　　アンケートページから回答

※アンケートのご回答は、おひとり様1回のみ有効です。
※アンケート用紙が必要な場合、議会総務課（☎0575-67-1830）まで連絡ください。
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議会の役割や機能について、市民のみなさんに知っていただきたいこと
議会の監視機能の重要性
行政の施策や予算が適切であるか、住民の利益が守られているか等をチェックするための
監視機能
委員会の審査能力の発揮
常任委員会や特別委員会で、適切な判断を下すための調査研究
総務、産業建設、文教民生　３つの常任委員会
予算、決算認定、濃飛横断道整備促進、広報広聴、議会改革　５つの特別委員会

議員の多様性・専門性の確保
様々な視点や専門的な視点から政策が適切かどうかを判断、政策提案や政策立案をするた
めの議論
	 （郡上市議会基本条例　委員会条例より）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査



あなたの声 を市政に

一　般　質　問　一　覧

※一般質問のページに関しては、各質問者の責任で掲載しております。

郡上の課題を問う
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般
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ク
イ
ズ
の
答
え・声

　一般質問とは、市の行政全般について、議員が市長をはじめとした執行機関
に、質問を行い見解などを求めることです。３月定例会の一般質問に１５名の議
員が登壇しました。質問と答弁の内容を要約してお知らせします。
※下記の表中、  がある内容を掲載しています。  のないものは、次ページか

らの各議員欄にある二次元コードから Youtube にてご覧いただけます。
郡上市議会の
YouTube

議員名 質問事項

1 北 山 浩 樹

１．市の未収金に対する
対応について

２．喫煙所の管理と諸問
題について

2 本 田 教 治 １．本市の自然災害の現
状と今後について

3 野田かつひこ

１．市公的文書に西暦併
記を検討しては

２．持続可能な農業構造
をどう構築するか

4 蓑島　もとみ
１．消火栓の維持と活用

２．郡上市の自然環境と
その未来

5 清 水 敏 夫

１．山川市政の企業誘致
の取り組みは

２．市道郵便坂線の顛末
は

6 山 田 智 志 １． 公共交通を問う

7 池 田 源 則 １．地域計画について

8 大 坪 隆 成

１．障害者優先調達推進
について

２．市役所の働き方改革
について

一　般　質　問

議員名 質問事項

9 みずの　まり １．狩猟文化と森林資源
について

10 田 中 義 久

１． 豪雪対策について

２．新年度予算について

３．「103万円の壁の見直
し」について

11 有 井 弥 生
１．ぎふ木遊館サテライ

ト施設の展望につい
て

12 原　 喜 与 美

１．高校生の市外転出と
市内就業状況

２．圃場の再整備対策へ
の支援

13 長 岡 文 男
１．上下水道の管理体制

について

2．事業見直しについて

14 蓑 島　 正 人

１．大雪への備えとして郡
上市が必要な対応を

2．下水道や上水道の状況
について

15 田代　まさよ
１．子育て支援について

２．地方からの女性流出
について

一
般
質
問



政
策
提
言
の
回
答

新
年
度
予
算
Ｑ
＆
Ａ

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

定
例
会

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

一
般
質
問

ク
イ
ズ
の
答
え・声

11

　
市
税
、
病
院
、
市
営
住
宅
の
未
収
３
点
に
つ
い
て
未
収

状
況
や
今
後
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か

加
藤
総
務
部
長　
市
民
税
・
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

で
2・5
億
円
ほ
ど
の
滞
納
額
が
あ
り
、税
法
に
基
づ
き
強

制
的
に
回
収
は
で
き
る
が
、
生
活
困
窮
な
ど
で
回
収
が
難

し
い
。
こ
の
た
め
現
年
分
を
し
っ
か
り
と
納
め
て
い
た
だ

き
、
滞
納
に
な
る
金
額
を
減
少
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
病
院
、
市
営
住
宅
の
対
応
の
答
弁
に
つ
い
て
は
二
次
元

コ
ー
ド
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

喫
煙
場
所
の
管
理
に
つ
い
て

　
喫
煙
所
の
管
理
と
諸
問
題
に
つ
い
て
の
考
え
は

河
合
市
長
公
室
長　
喫
煙
時
間
に
つ
い
て
明
確
な
取
り
決

め
は
な
く
、
職
員
の
自
覚
に
任
せ
て
い
る
。

　
受
動
喫
煙
対
策
、
喫
煙
所
の
管
理
の
改
善
は

総
務
部
長　
受
動
喫
煙
対
策
強
化
の
た
め
開
放
型
喫
煙
所

は
廃
止
、
個
室
型
喫
煙
所
は
場

所
の
変
更
を
検
討
す
る
。　

　
本
市
へ
の
豪
雪
時
の
倒
木
に
よ
る
停
電
対
策
は

山
川
市
長　
今
回
の
大
雪
被
害
に
よ
る
停
電
を
受
け
電
力

会
社
に
て
今
後
の
対
策
を
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
保
全
対
策
事
業
の
実
施
と
な
れ
ば
、
市
も
全
面
協
力

し
た
い
。
立
木
伐
採
な
ど
は
事
前
に
自
治
会
と
も
よ
く
相

談
し
、
令
和
７
年
度
以
降
ど
う
い
っ
た
防
災
対
策
を
し
て

い
く
か
練
っ
て
い
き
た
い
。

国
道
1
5
6
号
雨
量
規
制
に
つ
い
て

　
連
続
雨
量
1
5
0
㎜
の
通
行
止
め
の
規
制
緩
和
は

市
長　
市
は
国
に
対
し
て
、
規
制
区
間
の
解
除
や
規
制
基

準
の
緩
和
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
。
防
災
対
策
は
着
実
に

進
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
国
へ
の
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

　
広
報
無
線
に
よ
る
通
行
止
め
情
報
を
早
く
出
来
な
い
か

市
長　
広
報
無
線
に
よ
る
通
行
規
制
情
報
は
令
和
７
年
４

月
か
ら
廃
止
す
る
。

今
後
は
、
国
道
情

報
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
道
路

状
況
を
把
握
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
公
的
文
書
に
お
け
る
元
号
・
西
暦
な
ど
年
号
表
記
に
つ

い
て
、
法
的
規
定
あ
る
い
は
国
か
ら
の
指
示
は
あ
る
か

加
藤
総
務
部
長　
年
号
表
記
に
つ
い
て
、
法
的
な
規
定
や

国
か
ら
の
指
示
な
ど
は
な
い
。

　
西
暦
に
は
連
続
性
と
普
遍
性
が
あ
る
。
西
暦
・
元
号
併

記
に
特
段
の
支
障
が
な
け
れ
ば
、
す
み
や
か
に
切
り
替
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
か

山
川
市
長　
元
号
と
西
暦
の
併
記
に
よ
り
、
世
界
標
準
で

の
表
記
に
対
応
で
き
る
こ
と

や
、
西
暦
と
元
号
を
換
算
す

る
必
要
が
な
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
併
記
の

範
囲
の
検
討
や
、
市
と
国
・

県
の
文
書
で
使
い
分
け
る
必

要
が
あ
る
こ
と
で
、
混
乱
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
ま
た
、
併
記
へ
の
準
備
で

相
応
の
予
算
と
事
務
対
応
が

必
要
と
な
る
。

北
きた

山
やま

　浩
ひろ

樹
き

�議員

本
ほん

田
だ

　教
きょう

治
じ

�議員

野
の

田
だ

かつひこ�議員

市
の
未
収
金
に
対
す
る

対
応
や
問
題
点
は

本
市
の
豪
雪
に
よ
る
自
然
災
害
の

今
後
に
つ
い
て
は

公
的
文
書
の
年
号
表
記
を
西
暦
・

元
号
併
記
の
検
討
を
し
て
は

毅
然
と
し
た
態
度
で
立
ち
向

か
い
回
収
に
臨
む

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
保
全
対
策
事

業
の
実
施
と
な
れ
ば
全
面
協

力
し
た
い

西
暦
併
記
な
ど
分
か
り
や
す

い
公
文
書
作
成
に
努
め
る�

厚生労働省
受動喫煙防止
ロゴマーク

元号西暦を混用するマイナカード

電線への倒木状況

一
般
質
問
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人
工
林
は
自
然
で
は
な
く
、
ど
ん
な
に
緑
が
豊
か
で
も

人
間
の
都
合
で
つ
く
ら
れ
た
木
材
の
生
産
工
場
で
あ
る
。

人
の
手
入
れ
が
届
か
な
く
な
っ
た
山
林
を
持
続
可
能
な
形

で
ど
う
守
っ
て
い
く
か

山
川
市
長　
手
入
れ
さ
れ
た
人
工
林
は
大
変
美
し
く
、
私

は
自
然
だ
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
持
続
可
能
で
多
様
性

に
優
れ
て
い
た
広
葉
樹
の
大
切
さ
は
私
も
理
解
し
て
い
る
。

人
工
林
に
お
い
て
も
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
循
環
利
用
す

る
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た
り
森
林
の
公
益
的
機
能
を
発
揮

さ
せ
、
豊
か
な
森
林
を
次
世
代
に
残
し
て
い
く
持
続
可
能

な
森
林
づ
く
り
、
第
３
期
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本
計
画

に
基
づ
き
1
0
0
年
先
の
森
林
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
る
。

消
火
栓
の
活
用
は

　
非
常
の
際
に
誰
も
が
使
え
て
こ
そ
の
消
火
栓
で
は

加
藤
総
務
部
長　
火
災
発
生
時
は
近
隣
の
在
宅
の
方
が
初

期
消
火
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
最
も
早
い
対
応
と

思
わ
れ
、
有
事
の
際
に
は
ど

な
た
で
も
使
用
い
た
だ
け
る

よ
う
な
取
組
み
を
進
め
て
い

く
。

山
川
市
長　
大
矢
元
工
業
団
地
構
想
は
、「
白
紙
撤
回
」

で
は
な
く
「
継
続
」
し
て
い
く
。
構
想
に
着
手
さ
れ
た
平

成
26
年
当
時
は
、
雇
用
対
策
と
し
て
企
業
誘
致
は
必
要
な

選
択
肢
だ
っ
た
が
、
現
在
は
「
働
く
場
所
」
を
創
出
し
て

も
「
働
く
人
」
が
不
足
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

　
ま
た
、
工
業
団
地
の
整
備
費
も
約
15
億
円
を
要
す
る
こ

と
な
ど
を
考
慮
し
た
結
果
、
実
際
に
進
出
さ
れ
る
企
業
が

決
定
し
て
か
ら
工
業
団
地
整
備
を
検
討
し
た
い
。な
お
、地

権
者
の
皆
様
か
ら
の
同
意
も
得
ら
れ
て
い
る
。

　

市
の
基
本
的
な
企
業
誘
致
の
考
え
方
は
、「
企
業
誘
致

を
推
進
し
つ
つ
、
既
存
の
事
業
者
を
応
援
す
る
た
め
の
取

組
み
を
行
っ
て
い
く
」
と
い
う
姿
勢
で
進
め
る
。

市
道
郵
便
坂
線
の
事
業
断
念
の
経
過
は

市
長　
約
30
億
円
の
工
事
費
を
要

す
る
計
画
か
ら
、
更
に
検
討
を
進

め
「
県
道
美
並
和
良
明
宝
線
」
と

「
市
道
大
峠
線
」
を
利
用
す
る

ル
ー
ト
が
一
番
現
実
的
な
案
と
し

て
今
後
進
め
る
こ
と
で
、
地
元
の

理
解
を
得
た
。

　
自
主
運
行
バ
ス
の
現
状
は

河
合
市
長
公
室
長　
郡
上
市
全
体
の
19
路
線
の
自
主
運
行

バ
ス
の
利
用
者
数
は
、
全
体
で
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
運
行
経
費
は
人
件
費
の
上
昇
や
燃
料
費
の
高
騰
に
よ

り
増
加
傾
向
で
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
一
人
当
た
り
の
運
行
経
費
は
地
域
差
が
大
き
く
、
最
も

少
な
い
路
線
で
６
３
０
円
で
あ
る
が
、
美
並
北
ル
ー
ト
は

１
万
４
８
０
円
と
運
行
効
率
は
下
が
る
。

　
郡
上
市
の
公
共
交
通
の
課
題
は

市
長
公
室
長　
持
続
可
能
な
公
共
交
通
に
す
る
た
め
、
い

か
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
交
通
に
す
る
か
、
い
か
に
効

率
的
な
運
行
を
行
う
か
が
課
題
。
運
行
開
始
時
の
生
活
状

況
や
社
会
情
勢
と
現
在
の
状
況
に
差
が
生
じ
て
い
る
。

　
来
年
度
よ
り
見
直
し
に
着
手
す
る
が
、
画
一
的
な
公
共

交
通
の
整
備
は
困
難
と
の
考
え
を
も
っ
て
、
実
態
に
合
っ

た
交
通
サ
ー
ビ
ス
が
何
か
を
、

市
民
、
交
通
事
業
者
と
検
討
し

て
い
く
。

蓑
みの

島
しま

もとみ�議員

清
し

水
みず

　敏
とし

夫
お

�議員

山
やま

田
だ

　智
さと

志
し

�議員

市
内
山
林
の
持
続
可
能
な

自
然
環
境
を
ど
う
守
る
の
か

「
大
矢
元
工
業
団
地
構
想
」
は

白
紙
撤
回
か
継
続
か
を
伺
う

郡
上
市
自
主
運
行
バ
ス
の
今
後
は

「
1
0
0
年
先
の
森
林
づ
く
り
」

に
取
組
ん
で
い
る

白
紙
撤
回
で
な
く
、進
出
企
業

が
決
定
し
て
か
ら
着
手
を

来
年
度
か
ら
抜
本
的
な
見
直

し
に
着
手
す
る�

改良予定の「市道大峠線」

市内に設置され
ている消火栓

２９人乗りマイクロバス
自主運行バス

一
般
質
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池
いけ

田
だ

　源
もと

則
のり

�議員

農
業
の
担
い
手
不
足
に
対
す
る

市
の
考
え
は

こ
れ
ま
で
に
な
い
よ
う
な

ア
イ
デ
ア
が
必
要
だ
と
考
え
る

山
川
市
長　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入
や
大
規
模
営
農
者
に

対
す
る
農
地
集
積
、
土
地
改
良
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
令

和
７
年
度
か
ら
農
業
機
械
の
修
繕
に
対
す
る
補
助
を
創
設

す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
う
し
た
補
助
金
を
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
農
業
経
営
の
継
続
を
促
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
小
面
積
・
山
際
の
圃
場
に
対
し
て
は
個
人
へ
直

接
給
付
で
き
る
よ
う
に
国
県
へ
働
き
か
け
て
い
く
。
異
業

種
の
参
入
に
つ
い
て
も
促
し
て
担
い
手
を
確
保
し
た
い
。

　
さ
ら
に
は
、
観
光
立
市
郡
上
を
進
め
る
為
に
も
郡
上
へ

来
て
も
ら
い
、
土
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と
も
考
え
た
い
。

　
地
域
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
農
村
R
M
O
（
農
村
型
地
域

運
営
組
織
）
を
推
進
し
て
は

市
長　
集
落
維
持
機
能
の
弱
体
化
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
中
、

今
後
肝
心
な
の
は
地
域
の
合
意

形
成
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ

る
。
各
地
域
で
の
成
功
事
例
を

本
市
全
体
で
広
め
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。
や
る
気
の
あ
る
地

域
に
は
応
援
を
し
た
い
。

　
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
が
県
内
の
市
で
最
下
位
と
な
る
中
、

処
遇
の
低
さ
が
職
員
採
用
に
も
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
市
職
員
の
処
遇
改
善
の
考
え
は

山
川
市
長　
市
民
理
解
を
得
な
が
ら
、
人
件
費
総
額
を
今

の
レ
ベ
ル
で
抑
え
、
事
業
の
見
直
し
に
よ
っ
て
財
源
を
生

み
出
し
、
そ
の
中
で
処
遇
改
善
に
取
組
む
必
要
が
あ
る
。

　
市
役
所
の
働
き
方
改
革
の
方
針
は

市
長　
行
事
へ
の
職
員
の
出
役
や
宿
日
直
体
制
の
見
直
し
、

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
導
入
、
職
員

同
士
の
支
え
合
い
に
よ
る
チ
ー
ム
体
制
の
構
築
な
ど
を
進

め
、働
き
や
す
く
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を
実
現
す
る
。仕

事
も
悩
み
も
共
有
し
、
特
に
心
の
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
職

員
を
見
過
ご
す
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
な
い
姿
勢
で
臨
む
。

障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の
推
進
は

田
口
健
康
福
祉
部
長　
調
達
額
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
同

規
模
市
よ
り
低
い
。
安
定
的
な
収
入
に

つ
な
が
る
清
掃
業
務
等
の
優
先
調
達
実

施
な
ど
、
障
が
い
者
の
工
賃
向
上
や
就

労
支
援
に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り
を

目
指
す
。

大
おお

坪
つぼ

　隆
たか

成
なり

�議員

みずのまり�議員

市
役
所
に
お
け
る
働
き
や
す
い

職
場
環
境
の
整
備
は

郡
上
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
け
る
人
材
育
成
の
取
組
み
は

働
き
や
す
く
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
を
目
指
す

制
度
を
活
用
し
、林
業
を
若
い

世
代
に
シ
フ
ト
す
る

山
川
市
長　
私
が
15
年
ほ
ど
前
に
郡
上
市
や
県
の
森
林
関

係
の
委
員
に
な
っ
た
時
、
会
議
で
は
常
に
「
今
度
の
補
助

金
は
ど
う
な
る
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
し
か
議
題
に
な
っ
て

い
な
か
っ
た
。
価
値
の
な
い
山
、
夢
の
な
い
林
業
、
そ
の

結
果
、
誰
も
山
へ
行
か
な
く
な
り
、
境
界
は
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
っ
た
と
思
う
。
こ
の
山
に
、
も
う
一
度
若
者
を

取
り
戻
し
た
い
。郡
上
の
林
業
政
策
を
大
き
く
転
換
し
、そ

の
中
で
若
者
の
人
材
育
成
を
進
め
て
い
く
。

　
県
庁
や
林
野
庁
に
働
き
か
け
て
き
た
「
ス
ー
パ
ー
入
会

林
構
想
」
が
試
験
的
に
採
用
さ
れ
る
。
若
い
世
代
の
「
森

林
プ
ラ
ン
ナ
ー
」
登
用
、
施
業
地
を
ま
と
め
た
ら
歩
合
制

で
ボ
ー
ナ
ス
支
給
な
ど
、
林
業
に
関
わ
っ
て
い
く
若
い
世

代
に
お
金
を
シ
フ
ト
す
る
。

　
Ｊ
、
Ｇ
ク
レ
ジ
ッ
ト
も
積
極
的
に
活
用
し
、
さ
ら
に
郡

上
の
森
林
の
将
来
像
を
描
い
て
い
き
た
い
。

　
今
ま
で
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
た
の
で
は
、
森
林
を
活

用
し
た
事
業
に
明
日
は
な
い
。
若

者
の
活
躍
と
新
し
い
方
向
性
で

未
来
を
拓
い
て
い
く
。

「郡上山づくり構想」
市役所サイト

市役所の全景

一
般
質
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大
雪
被
害
の
調
査
と
復
旧
、
予
防
対
策
は

山
川
市
長　
農
業
が
継
続
し
て
営
ん
で
い
け
る
よ
う
に
国

県
の
補
助
事
業
を
大
い
に
活
用
し
て
取
組
む
。
停
電
対
策

の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
保
全
対
策
事
業
を
始
め
、
イ
ン
フ
ラ
全

体
と
し
て
強
靭
化
を
進
め
る
。

歴
史
的
な
転
換
と
な
る
新
年
度
予
算
の
意
義
は
何
か

　
予
算
編
成
で
は
ど
ん
な
思
い
と
願
い
を
込
め
た
の
か

市
長　
郡
上
の
未
来
を
若
者
た
ち
に
示
し
、
そ
こ
に
投
資

す
る
こ
と
が
今
後
の
ふ
る
さ
と
郡
上
を
存
続
さ
せ
る
道
だ

と
思
う
。
我
慢
す
る
こ
と
は
我
慢
し
て
も
ら
う
。
そ
こ
か

ら
次
の
世
代
へ
の
シ
フ
ト
が
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
の
結
果
、

今
回
5
6
5
事
業
の
内
、
10
事
業
を
新
規
で
起
こ
し
た
他
、

拡
大
・
統
合
・
廃
止
に
よ
り
で
63
事
業
を
削
減
し
た
。

「
1
0
3
万
円
の
壁
」
見
直
し
の
市
財
政
へ
の
影
響
は

乾
副
市
長　
現
在
1
6
0
万
円
ま
で
所
得
税
が
か
か
ら
な

い
と
い
う
政
府
案
で
あ
る
が
、
個
人

市
民
税
で
は
給
与
所
得
控
除
の
最
低

保
障
額
が
55
万
円
か
ら
65
万
円
に
上

が
る
の
み
と
な
る
。
個
人
市
民
税
は

約
5
0
0
万
円
程
度
の
減
収
見
込
み
。

長
尾
教
育
次
長　
こ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト

と
し
て
、
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
と
将
来
の
郡
上
を

担
う
人
材
の
育
成
に
お
い
て
、
幼
児
期
か
ら
発
達
段
階
に

お
い
て
木
育
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
て
い
る
。

　
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
施
設
と
し
て
市

が
直
接
運
営
を
行
い
、
事
務
業
務
員
や
木
育
サ
ポ
ー
タ
ー

な
ど
の
人
材
を
育
成
し
な
が
ら
、「
ぎ
ふ
木
遊
館
」
と
の

連
携
や
郡
上
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
て

い
く
。

山
川
市
長　
こ
の
施
設
は
旧
大
和
第
一
北
小
学
校
体
育
館

を
再
利
用
し
、
偕
楽
園

と
隣
接
予
定
で
あ
る
。

子
ど
も
達
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
全
て
の
世
代
が

楽
し
く
過
ご
せ
る
場
所

を
創
出
し
、
子
ど
も
達

の
遊
び
を
通
じ
て
木
育

を
推
進
し
、
地
域
の
交

流
を
促
進
し
て
い
く
。

　
市
内
の
高
校
の
卒
業
生
の
多
く
は
進
学
さ
れ
て
、
市
内

に
就
職
す
る
卒
業
生
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
大
学
な
ど
卒

業
後
に
市
内
へ
戻
っ
て
就
職
し
て
も
ら
う
に
は

粥
川
商
工
観
光
部
長　
本
市
に
お
け
る
雇
用
対
策
の
取
組

み
は
、
市
、
商
工
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
連
携
し
て
事
務

局
を
担
い
、
市
内
事
業
所
が
会
員
と
な
っ
て
組
織
す
る
郡

上
市
雇
用
対
策
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
取
組
ん
で
い
る
。

　
高
校
生
に
向
け
た
対
策
は
、
郡
上
市
高
校
企
業
ガ
イ
ダ

ン
ス
を
市
内
３
校
の
生
徒
を
対
象
に
、
市
内
の
多
種
多
様

な
事
業
所
、
職
場
が
あ
る
こ
と
を
周
知
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
大
学
へ
進
学
さ
れ
た
学
生
に
対
し
て
は
、
中
部

圏
域
を
中
心
に
大
学
へ
訪
問
し
、
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の

活
用
と
大
学
の
就
職
担
当
者
と
の
面
談
等
に
よ
り
市
内
事

業
所
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

　
６
年
度
試
験
的
に
実
施
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入

事
業
が
好
評
だ
っ
た
の
で
、７

年
度
は
本
格
的
に
実
施
す
る
計

画
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
市
内

の
良
さ
が
実
感
さ
れ
就
職
に
繋

が
る
こ
と
を
願
う
。

田
た

中
なか

　義
よし

久
ひさ

�議員

有
あり

井
い

　弥
やよ

生
い

�議員

原
はら

　喜
き

与
よ

美
み

�議員

豪
雪
対
策
で
は
除
雪
経
費
へ
国
の

財
源
支
援
を
獲
得
さ
れ
た
い
が

ぎ
ふ
木
遊
館
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
の

展
望
は

市
外
進
学
者
に
卒
業
後
に

市
内
に
戻
っ
て
も
ら
う
に
は

約
21
億
円
の
内
16
億
8
0
0
0
万

円
が
国
か
ら
交
付
の
見
込
み

木
育
推
進
及
び
全
て
の
世
代

の
交
流
を
促
進
し
て
い
く

郡
上
市
雇
用
対
策
協
議
会
が

中
心
と
な
り
活
動
し
て
い
る

除雪された道路
（上野体育館前）

ぎふ木遊館　赤ちゃんひろば

一
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長
なが

岡
おか

　文
ふみ

男
お

�議員

今
ま
で
に
下
水
道
管
の
老
朽
化

に
よ
る
大
事
故
は
な
か
っ
た
か

大
規
模
な
道
路
陥
没
な
ど
の

事
故
は
起
き
て
い
な
い

　
点
検
方
法
と
状
況
は
ど
の
よ
う
か

遠
藤
環
境
水
道
部
長　
腐
食
す
る
恐
れ
の
大
き
い
、
硫
化

水
素
が
発
生
し
や
す
い
と

さ
れ
る
場
所
の
マ
ン
ホ
ー

ル
約
１
７
０
か
所
に
つ
い

て
、５
年
に
１
回
以
上
の

頻
度
で
法
定
点
検
の
ほ
か
、

月
に
１
回
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
の
点
検
を
実
施
。
異

常
箇
所
は
、
速
や
か
に
補

強
補
修
を
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
予
算
、
事
業
見
直
し
の
判
断
基
準
は

山
川
市
長　
５
年
度
決
算
に
基
づ
い
て
所
管
の
課
が
実
施

し
た
「
廃
止
」「
縮
小
」「
改
善
」
な
ど
の
評
価
の
ほ
か
、26

回
実
施
し
た
市
民
団
体
な
ど
と
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
通
じ
て
真
の
市
民
の
思
い
を
聞
い
た
。

　
今
後
は
、
長
良
川
鉄
道
を
含
め
た
公
共
交
通
対
策
、
郡

上
市
民
病
院
と
国
保
白
鳥
病
院
の
経
営
改
善
に
取
組
む
と

と
も
に
、
森
林
管
理
に
お
け
る
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
活

用
や
ふ
る
さ
と
寄
附
施
策
の
充
実
を
図
り
た
い
。

　
自
力
で
の
除
雪
や
雪
下
ろ
し
作
業
が
困
難
な
世
帯
が
増

加
し
、
除
雪
中
の
事
故
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
対
応
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

田
口
健
康
福
祉
部
長　
２
月

の
大
雪
で
は
、
市
の
対
応
と

し
て
業
者
を
紹
介
、
併
せ
て

社
協
が
実
施
す
る
高
齢
者
・

障
が
い
者
世
帯
を
対
象
と
し

た
除
雪
費
用
助
成
制
度
の
案

内
を
し
た
。
今
後
の
対
応
と

し
て
は
、
災
害
発
生
時
に
迅

速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

備
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

郡
上
市
水
道
料
金
の
値
上
げ
改
正
の
理
由
や
背
景
は

山
川
市
長　
１
つ
は
、
安
定
供
給
の
た
め
の
維
持
管
理
や

施
設
を
更
新
す
る
た
め
の
財
源
確
保
目
的
。
次
が
料
金
の

全
国
水
準
へ
の
適
正
化
の
た
め
。
３
つ
目
が
、
補
助
金
の

交
付
要
件
を
満
た
す
た
め
で
あ
る
。
水
道
事
業
は
未
来
の

子
ど
も
た
ち
も
使
っ
て
い
く
社
会
的
な
基
盤
で
あ
り
、
水

道
事
業
の
安
定
し
た
経
営
の
た
め
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

蓑
みの

島
しま

　正
まさ

人
と

�議員

田
た

代
しろ

まさよ�議員

民
家
の
雪
下
ろ
し
作
業
で
今
後
の

課
題
は

不
登
校
児
童
生
徒
や
い
じ
め
の
件

数
と
対
応
策
は

命
の
確
保
が
重
要
、災
害
発
生

時
の
避
難
の
た
め
に
備
え
が

必
要

不
登
校
児
童
生
徒
・
い
じ
め
件

数
は
共
に
増
え
て
い
る

長
尾
教
育
次
長　
毎
年
不
登
校
対
応
研
修
を
実
施
し
、
今

年
度
か
ら
不
登
校
児
童
生
徒
を
持
つ
保
護
者
も
参
加
。
保

護
者
を
対
象
に
し
た
、
臨
床
心
理
士
と
の
座
談
会
形
式
で

の
相
談
会
の
実
施
。
来
年
度
か
ら
は
、
児
童
生
徒
一
人
一

人
が
心
や
体
の
状
態
な
ど
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
力
し
、
そ

れ
を
学
校
内
で
共
有
し
児
童
生
徒
を
支
え
る
。

　
い
じ
め
の
対
応
策
は
、「
い
じ
め
ゼ
ロ
」
よ
り「
積
極
的

な
認
知
」
に
重
き
を
置
き
、
些
細
な
ト
ラ
ブ
ル
も
指
導
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
も
、
未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
効
果
的
で
あ
る
と
考
え

る
。

　
小
児
科
に
お
け
る
「
医
療
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」

の
配
置
は

山
川
市
長　
医
療
と
教
育
の
役
割
に
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が

あ
る
の
で
、
独
立
性

は
担
保
す
べ
き
と
考

え
る
。
配
置
に
は
ま

だ
検
討
課
題
が
多
い

と
思
う
。

下水道点検作業の様子

清流の積雪風景

一
般
質
問



　
森
藤
文
男
議
長
は
、
左
記
の
と
お
り

会
議
に
出
席
し
、
各
会
議
に
お
い
て
議

案
の
審
議
お
よ
び
協
議
の
他
、
各
種
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

岐
阜
県
市
議
会
議
長
会
議

日　
程　
令
和
７
年
１
月
30
日

内　
容　
要
望
書
や
予
算
の
議
案
審
議

　
　
　
　
お
よ
び
会
務
報
告
等

東
海
市
議
会
議
長
会
理
事
会

日　
程　
令
和
７
年
２
月
３
日

内　
容　
要
望
書
や
予
算
・
決
算
の
議

　
　
　
　
案
審
議
お
よ
び
会
務
報
告
等

全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
会

日　
程　
令
和
７
年
２
月
５
日

内　
容　
予
算
協
議
お
よ
び
次
期
開
催

　
　
　
　
予
定
の
確
認
等

全
国
過
疎
地
域
連
盟
理
事
会

日　
程　
令
和
７
年
２
月
14
日

内　
容　
令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
や

予
算
の
審
議
お
よ
び
職
務
の

執
行
状
況
の
確
認
等

濃
飛
横
断
道
・
三
市
一
村
議
会
委
員

会
合
同
会
議　
要
望
活
動

日　
程　
令
和
７
年
２
月
６
・
７
日

　
「
濃
飛
横
断
道・三
市
一
村
議
会
委
員

会
合
同
会
議
」
と
し
て
、
三
市
一
村
の

各
議
長
お
よ
び
各
委
員
長
が
岐
阜
県
議

会
濃
飛
横
断
自
動
車
道
建
設
促
進
議
員

連
盟
の
野
島
征
夫
会
長
と
、
平
岩
正
光

副
会
長
に
同
行
い
た
だ
き
要
望
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

本
市
の
参
加
者

森
藤
文
男
議
長

清
水
敏
夫
委
員
長
（
本
市
の
濃
飛
横
断

道
整
備
促
進
特
別
委
員
会
）

要
望
内
容

　
本
自
動
車
道
の
沿
線
市
村
の
広
域
連

携
の
促
進
お
よ
び
事
業
推
進

議 長の 向動
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政
策
提
言
の
回
答

新
年
度
予
算
Ｑ
＆
Ａ

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

定
例
会

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

一
般
質
問

ク
イ
ズ
の
答
え・声

　
ク
イ
ズ
に
ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
か
ら
の
ご
意
見
ご
感

想
の
中
か
ら
、
一
部
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

⃝

今
ま
で
し
っ
か
り
と
読
む
事
が
な
か
っ
た
け
ど
、
ク

イ
ズ
に
な
っ
て
い
た
の
で
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
読
ん

で
、
郡
上
の
事
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

	

白
鳥　
７
歳

⃝

昨
年
か
ら
郡
上
に
引
っ
越
し
て
き
て
、
郡
上
の
今
を

知
り
た
い
と
思
い
読
み
始
め
た
議
会
だ
よ
り
。
郡
上

全
体
が
よ
り
良
い
方
向
へ
進
ん
で
い
こ
う
と
い
う
の

が
目
に
見
え
て
分
か
る
の
で
、
よ
り
郡
上
を
良
く
し

た
い
気
持
ち
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
何
か
に

参
加
す
る
一
歩
を
始
め
た
い
で
す
。	

美
並　
29
歳

⃝

他
市
の
取
組
み
に
つ
い
て
も
書
い
て
あ
る
の
が
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
議
員
の
方
た
ち
の
や
る
気
が
感
じ

ら
れ
る
内
容
で
応
援
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

	

八
幡　
30
歳

⃝

「
４
文
字
熟
語
で
語
る
」
は
議
員
の
人
柄
や
信
念
が

わ
か
り
ま
し
た
。	

八
幡　
71
歳

⃝

議
員
さ
ん
の
活
動
が
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
見
る
よ

り
わ
か
り
や
す
い
。	

美
並　
63
歳

⃝

結
婚
し
子
ど
も
が
で
き
て
か
ら
郡
上
市
の
未
来
に
関

心
を
持
ち
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
政
治
や
行

政
の
こ
と
が
詳
し
く
な
い
自
分
で
も
、
議
会
だ
よ
り

は
読
み
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
で
す
。	

八
幡　
36
歳

皆
さ
ん
か
ら
の

声

クイズの答え《 第８3号出題 》
ご応募いただきありがとうございました。応募総数は73件でした。
いただいた貴重なご意見やご感想は、議員及び執行部が全て拝読しております。

抽選の結果、当選された10名の方には、郡上市商品券をお贈りいたしました。
なお、ご応募いただいた方の個人情報は、目的以外には一切使用いたしません。

正解は		正解は　問１③未来　 問２②副会長 　問３②3か所

要望の様子

ク
イ
ズ
の
答
え・声



ご協力いただきありがとうございました
令和６年度　傍聴者アンケート集計結果

郡上市議会では、傍聴者アンケートを実施しています。
下記の通り、いただいた貴重なご意見の一部をご紹介します。

いただいたご意見につきましては、今後の議会活動の参考にさせていただきます。

回収期間 ４月臨時会、６月定例会、９月定例会、10月臨時会、12月定例会、３月定例会

実施方法 傍聴席入口にアンケート用紙を設置し、任意で回収箱に提出

回収対象者 議場での本会議の傍聴者

回収数 41部（延べ傍聴人数95人のうち回収率は43％）　※小数点以下切り捨て

議会に行きつくまでどのよ
うに意見交流をしているの
か気になりました。議会に
使う時間、お金、それを市
民に還元できる場にして欲
しいです。

今年、執行部や議員の多く
が新人に変わり、政治がか
なり開かれてきていると感
じます。今後もっと市民が
政治に興味を持つことを願
います。

若い世代（10～40代）など
が自分の町のことに興味が
持てるような分かりやすい
内容だと、もっと関心が持
てるのではないかと思いま
す。小、中、高などの学生
にも聞いて欲しい。

委員会を傍聴すると私たち
の知らないところで色々と
決められていることは分か
る。知らせる努力と知る姿
勢、両方が大事と思う。

気軽に来て良いことをもっ
とみんなに知って欲しいな
と思います。

気になる事案などもあり
もっと足を運びたいと思い
つつ、平日日中に足を運ぶ
のは難しいので、ライブ配
信を希望します。

傍聴の際はこちらのスペースから
ご覧いただけます

皆さんからいただいたご意見（一部要約）

▲他のご意見は
　こちらから

団体での傍聴をご希望の際は
事前に議会事務局までお知らせください
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政
策
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の
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新
年
度
予
算
Ｑ
＆
Ａ

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

定
例
会

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

一
般
質
問

ク
イ
ズ
の
答
え・声

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果



　
郡
南
中
学
校
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創

り
手
の
育
成
を
目
指
し
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
を
中
核
と
し
た
教
育
課
程
の
創
造
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
清
流
長
良
川
で
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
豊
か
な
森
林
に
お
け
る
植
林

体
験
、
下
流
地
域
で
の
体
験
活
動
、
環
境
保

全
に
お
け
る
現
状
や
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
た

講
話
な
ど
、
実
体
験
を
通
し
た
学
び
を
積
み

重
ね
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
取
組
み
も
そ
の
一
つ
で
、
地
元
の

企
業
の
方
と
打
合
せ
を
重
ね
な
が
ら
商
品
を

開
発
し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
マ
ル

シ
ェ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
朝
は
雪
が
ち
ら
つ
く
中
で
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
が
、
多
く
の
お
客
さ
ん
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
非
常
に
活
気
あ
ふ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
郡
上
の
環
境
の
よ
さ
や
人
の
温

か
さ
を
十
分
に
実
感
し
た
生
徒
た
ち
で
す
。

将
来
、
社
会
に
羽
ば

た
い
て
い
き
ま
す
が
、

ど
こ
に
い
て
も
、
ど

ん
な
形
で
も
、
何
か

し
ら
持
続
可
能
な
ふ

る
さ
と
郡
上
市
の
創

造
に
携
わ
っ
て
も
ら

え
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
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６ 月 定 例 会 の 予 定

※開会時間は原則 9時30分です。
　日程・時間は変更になる場合があります。

表
紙
写
真
説
明

♦
令
和
７年
5月
1日

♦
発
行
・
編
集
責
任
者

　
岐
阜
県
郡
上
市
議
会
議
長
　
森
藤
　
文
男

♦
所
在
地
　
岐
阜
県
郡
上
市
八
幡
町
島
谷
228番

地
　
〒
501-429７　

　
　
　
　
　
電
話
�05７5（

6７）1830（
直
通
）　
FAX�05７5（

6７）1821
郡

上
市

議
会

だ
よ

り 第
84号

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

議
会
だ
よ
り

ギ
フ

イ
ー
ブ
ッ
ク
ス

クイズに答
えて

郡上市共
通商品券

郡上市共
通商品券を

しましょう！

　「議会だより」の中に答えがあります
ので、よく読んで探してください。
　クイズ正解者の中から、抽選で10名
の方に郡上市共通商品券をプレゼント
いたします。

クイズの答え・郵便番号・住所・氏名・
年齢を記入して、はがき又はファッ
クスでご応募ください。

二次元コードからでも応募でき
ます。当選者は商品券の発送を
もって発表に代えさせていただ
きます。

ご応募に合わせて皆さまの声も
是非お寄せください。お寄せい

ただいたご意見の一部について、内容を要約
し、無記名で掲載させていただきます。

応募
方法

あて先

ご意見は

〒501-4297　郡上市八幡町島谷228番地
郡上市議会　議会事務局　FAX67-1821
締め切り: 令和７年５月23日㈮ 当日消印有効

※ご応募いただいた個人情報は目的以外に一切使用いた
しません。

※皆さまからお寄せいただいたご意見は、全議員及び市長
はじめ執行部に報告させていただきます。

問１
令和6年度10月開催の「議員と語ろう会」は郡上の「いつ」について語ったでしょうか？

①　過去　②　現在　③　未来

問２
令和6年6月に議長が全国過疎地域連盟で就任した役職は何でしょうか？

①　会長　②　副会長　③　監事

問３
広報広聴特別委員会が11月に視察を行った地域は何か所でしょうか？

①　3か所　②　4か所　③　2か所　

① 平成16年　② 平成24年　③ 令和2年

郡上市議会の議員定数の推移の中で、
大選挙区になったのはいつでしょうか？

問２

① 3億円　　② 15億円　　③ 20億円

3月定例会において、令和6年度の一般会計
補正予算はおおよそいくら増額したでしょうか？

問 3

〝ゲット〟

① 三城小学校　　　② 郡南中学校
③ 吉田小学校

議会だより84号より表紙が新しくなりました。
表紙の学校はどこでしょうか？

問１

月　日 曜日 会 議 の 内 容
6 月 2 日 月 議会運営委員会・全員協議会
6 月 ３ 日 火 総務常任委員会協議会
6 月 4 日 水 産業建設常任委員会協議会
6 月 5 日 木 文教民生常任委員会協議会
6 月１０日 火 開会
6 月１2日 木 予算特別委員会・本会議
6 月１３日 金 一般質問
6 月１7日 火 一般質問
6 月１８日 水 一般質問
6 月１9日 木 総務常任委員会
6 月2３日 月 産業建設常任委員会
6 月24日 火 文教民生常任委員会
6 月26日 木 議会運営委員会
6 月27日 金 閉会・全員協議会

委
員
長　
野
田
か
つ
ひ
こ

副
委
員
長　
本
田
教
治

	

　
蓑
島
も
と
み

	

　
田
代
ま
さ
よ

	

　
山
田
智
志

み
ず
の
ま
り

和
田
樹
典

有
井
弥
生

北
山
浩
樹

広
報
広
聴

特
別
委
員
会

�

0７
豪
雪
と
春
の
嵐

　

多
く
の
事
業
に
見
直

し
が
あ
っ
た
令
和
７
年

度
の
当
初
予
算
が
、つ
い

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、山
川
市
政
が

予
算
を
い
ち
か
ら
作
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

春
の
嵐
の
中
、自
ら
の
足

で
本
格
的
に
走
り
始
め

た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
議
会
だ
よ
り
も
、
表
紙
の
デ
ザ

イ
ン
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
他
、

紙
面
に
お
い
て
も
、
少
し
ず
つ
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
市
の
広
報
紙
や
メ

デ
ィ
ア
、
議
会
だ
よ
り
な
ど
の
パ

ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
で
す
が
、
こ
れ
ら

は
市
民
の
知
る
権
利
を
担
保
す
る

た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て

よ
い
で
し
ょ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
他
に
も
様
々
な
機

能
や
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、

市
民
に
行
政
へ
の
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
、
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
事
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
私
た
ち
議
員
も
、

日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

う
や
っ
て
こ
れ
か
ら
の
郡
上
を
皆

で
一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
！

　
後
に
07
豪
雪
と
呼
ば
れ
る
で
あ

ろ
う
今
冬
は
本
当
に
厳
し
い
も
の

で
し
た
。

　
そ
れ
だ
け
に
春
の
明
る
さ
、
美

し
さ
が
目
に
沁
み
る
今
日
こ
の
頃

で
す
。

�

み
ず
の　
ま
り

編 集 後 記

販売の様子


